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紙に~t宣言:ω 主な内容
P2 第 1固定例会
Pl0 町職員人事異動
Pll 長浜町地球温暖化防止実行計画
P12 予算の使いみち
P14 長浜町職員配置図
P16 いんふおめーしょん
P18 保健センターからのお知らせ ー長 :
浜町内の神社の絵馬③

P19 年金コーナー ー人権作文
P20 老人保健医療制度
P21 スクールとひ。っくす② 知ってい
ますかっ水道のこと②

P22 ルポ
P23 文芸 1歳ですまんが
P24 戸籍長浜嵐ほか

町内8小学校で一膏に入学式が行われ、 71人の新 1年生が

誕生、柴小学校でも 2人の児童がピカピカの春を迎えました。

新 1年生がんばれ!
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1回定例会

長
浜
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
二
今
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
二
一
口
聞
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
西
回
町
長
の
平
成
卜
五
年
度
施
政
方
針
表
明
に
引
き
続
き
、
一
二
人
の
議
昌
一
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
Q

議
案
審
議
で
は
、
平
成
十
四
年
度
長
沢
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)
、
長
浜
町
監
査
委
員
条
例
、
平

成
卜

4
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予
算
、
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
議
案
四

ト
件
が
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
。
可
決
さ
れ
ま
し
た
υ

ま
た
、
青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
山
に
関
す
る
報
告
や
、
例
月
山
山
納
検
査
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
二
一

件
が
、
す
べ
て
受
町
一
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、
町
村
自
治
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
一
件
が
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
一
般
質
問
、

下一厚~~(!~/t
メ

t施15年

川
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

して
本
年
庄
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
家
予
算
、
地
卜
刀
財
政
と
も
に
極
め
て施政方針を述べる西田町長

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般

会
計
予
竹
ハ
総
出
は
、
対
前
年
比
一
・
一

%
減
と

L
て
い
る
一

J

一
般
経
常
経
費
は

可
能
な
限
り
節
減
す
る
と
と
も
に
、
普

通
建
設
事
主
に
つ
い
て
も
、
出
ら
れ
た

財
源
の
巾
で
効
率
的
・
重
点
的
配
分
を

草
剤
に
、
景
気
に
配
慮
し
た
堅
実
型
予

算
に
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
新
年
度
に
臨
む
主
嬰
施

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
。

民
意
の
も
と
に
具
現
化
を

市
町
村
台
併
に
つ
い
て
は
、
県
下
の

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
、
ム
υ
併
を
前
提

と
し
た
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
長
浜
町
・
大
洲
市
園
肱
川
町
・

河
辺
村
に
よ
る
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
事
務
的
な
協

議
・
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、
本
年

一
月
一
日
に
、
合
併
へ
の
お
-
段
階
で

あ
る
「
大
洲
喜
多
什
併
協
議
会
し
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
f

こ
の
逗
升
に

つ
い
て
は
、
各
市
町
村
の
議
長
・
ム
H

併

関
係
特
別
委
片
長
・
市
町
村
長
・
助
役
・

学
誠
経
験
者
等
三
十
三
人
に
よ
る
委
員

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
合
併
時
に
決
定

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を

検
討
協
議
す
る
た
め
、
三
小
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ム
リ
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た

合
併
問
題
対
策
特
別
委
此
会
で
ほ
、

「
O
合
併
方
式
は
、
同
市
町
村
に
よ
る

新
設
(
対
等
)
合
併
と
す
る
こ
と

O
台

併
の
期
日
ば
子
成
十
七
年
一
円
一
け
を

目
標
と
す
ろ
こ
と

O
新
市
の
名
称
は
一
公

募
に
よ
る
こ
と

O
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て
も
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
」
等
の

ご
提
言
を
頂
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
基

本
に
、
今
後
の
協
議
・
調
整
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
町
村
合
併
は

住
民
自
治
の
恨
幹
に
か
か
わ
る
主
安
な

問
題
で
あ
る
つ
将
米
の
町
の
方
山
け
に

つ
い
て
、
民
意
の
も
と
に
口
ベ
瓜
化
が
国

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、
議
会
@
行
政
e

住
民
が
一
体
と
な
っ
た
合
併
へ
の
対
応

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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地
域
自
治
組
織
の
創
設
を

人
口
併
は
、
「
住
民
自
ら
の
創
意
と
古

任
に
お
い
て
行
う
」
と
い
う
、
住
民
自

治
を
成
熟
さ
せ
る
好
機
で
も
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
地
域
自
治
相
織
の
創
設
は
、

可
及
的
速
や
か
な
対
出
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
本
年
度
は
、
各
公
民
館
を
中
心

に
川
町
村
単
位
で
の
組
織
(
例
え
ば
円

治
会
的
な
判
織
)
づ
く
り
が
可
能
か
百

か
の
検
討
や
、
地
域
の
特
性
を
生
か

L

た
腕
力
あ
一
る
「
地
域
守
つ
く
り
の
基
本
庁

計
一
地
域
、
つ
く
り
基
本
計
画
)
」
を
策

定
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
調
再
・
研
究

の
年
と
し
、
卜
六
年
度
は
、
実
民
的
な



地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
「
白
治
会
組

織
創
設
」
の
初
年
度
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
川
設
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
に
偏
重
す
る
こ
と
な
ノ
¥
住
民
国

ら
の
創
意
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の
将

来
を
展
望
し
た
自
己
決
定
を
行
う
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
足
腰
の
強
い
地
域
ゃ
つ
く
り

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
高
規
格

基
盤
整
備
を

合
併
を
念
顎
に
、
新
巾
に
お
け
る
一
行

政
件

l
ピ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

将
来
を
展
望
し
た
地
域
の
高
悦
持
基
盤

整
備
は
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
合
併
後
の
円
滑
な
事
務
事
業
推
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弘
一
の
た
め
に
必
去
な
施
策
と
し
て
、
回

の
補
助
事
主
で
あ
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
基
幣
施
設
監
備
事
業
」
、
「
情
報

通
信
、
ン
ス
テ
ム
整
備
促
進
事
来
」
を
導

入
す
る
考
え
で
あ
る
。
二
れ
は
、
名
市

町
村
の
公
共
晦
設
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
接

続
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ピ
等
の
悦
器

を
設
置
し
、
広
域
わ
政
相
談
シ
ス
テ
ム

や
学
校
壮
一
宵
支
援
シ
ス
テ
ム
の
間
以
下
を

凶
お
も
の
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
設

山
刷
所
は
、
本
町
の
二
十
一
八
か
所
を
含

む
九
十
七
か
所
を
計
画
し
て
い
一
仰
が
、

当
事
業
に
関
し
て
は
、
長
浜
町
が
四
市

町
村
キ
一
代
表
し
、
現
在
、
同
へ
の
補
助

申
請
等
の
!
川
中
和
作
業
を
し
て
い
る
と
~
一

ろ
で
あ
る
c

事
業
促
進
を
図
っ
て

地域イントラネットの概要図

山
局
坂
グ
ム
建
設
事
業
計
画
に
つ
か

て
は
、
昨
年
七
月
、
国
1
1
父
通
省
か
ら

再
構
築
計
画
案
が
示
さ
れ
、
流
出

H
治

体
は
も
と
よ
り
、
山
山
人
ド
ベ
坂
ダ
ム
(
建
設

分
水
)
対
策
協
議
会
で
も
こ
れ
を
評
価

し
、
八
月
の
阿
国
地
克
整
備
局
事
業
が

川
E
m
視
委
員
会
で
は
、
「
再
構
築
計
画

案
に
生
づ
き
事
業
継
続
と
す
る
事
業
者

の
判
断
は
妥
当
で
あ
る
」
と
す
る
審
議

結
果
が
出
さ
れ
た
υ

こ
の
こ
と
を
受
け
、

我
々
流
域
門
治
体
が
取
り
組
ま
な
け
れ

事業の早期着手を目指す上老松地区

ば
な
ら
な
い
次
の
段
階
は
、
ご
の
再
椛

築
計
回
雫
を
で
き
る
川
崎
り
速
や
か
に
具

現
化
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
促
進
し
て

い
く
こ
と
で
あ
お
と
考
え
て
い
る
c

昨

今
i
一
月
に
は
、
肱
川
い
ん
叫
ん
刊
整
備
(
山

鳥
坂
ダ
ム
)
北
道
協
読
会
を
設
立
し
、

「
肱
川
の
お
水
、
れ
川
環
境
対
策
等
の

課
題
川
出
の
た
め
、
山
鳥
坂
グ
ム
の
建

設
と
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造
促
進
に
つ
い

て
」
の
要
望
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
杭
肱
住
民
の
企

命
財
産
そ
~
一
す
る
と
い
う
行
政
の
情
命
と
、

永
遠
に
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

肱
川
の
白
伎
を
~
人
ひ
と
り
が
認
識
L

な
が
ら
、
本
事
業
の
促
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
@
旧
対
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く

町
内
に
お
け
る
肱
川
の
河
川
改
修
の

繋
備
率
は
、
約
一
一
一

O
%
と
依
然
低
忙
に

あ
り
、
大
洲
市
と
と
も
仁
、
国
a

県
仁

対
し
強
く
働
き
か
け
キ
一
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
大
和
r

郷
)

地
巨
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
に
つ

円
て
、
一
部
建
物
移
転
が
柏
ま
る
な
ど
、

事
た
の
促
進
が
岡
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
と
併
せ
て
、
十
一
二
年
皮
か
ら
実
施
し

て
い
る
よ
和
(
郷
)
土
地
区
一
内
幸
見
事

業
に
つ
い
て
も
、
詰
物
移
転
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
区
両
道
路
、
上
・
下
水
道

宇
の
施
設
埜
備
を
行
、
っ
こ
ト
と
に
し
て
い

る
cま

た
、
対
岸
の
上
老
松
地
ル
い
の
監
備

方
針
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
地
域
の
管

さ
ん
と
の
協
誌
を
重
ね
な
が
ら
、
事
業

の
早
期
着
手
を
目
指
し
、
整
備
促
進
の

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

〉
え
て
い
る
。

安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
整
備
を

防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
治
山
・
治

水
事
た
お
よ
び
地
滑
り
対
策
事
業
や
、

急
傾
斜
弛
崩
壊
対
策
事
業
等
の
部
車
業

を
継
続
し
て
導
入
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
出
海
川
の
改
良
整
備
に
つ
け
て
は
、

現
紅
、
県
に
お
い
て
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
今
年
医
巾
に
は
整
備
計
同
が

一
不
さ
れ
事
業
化
に
向
け
て
進
む
も
の
と

確
信
し
て
お
り
、
一
日
も
ギ
い
安
全
で

快
適
な
牛
市
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、

さ
ら
に
要
望
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

町
の
中
核
的
な

町
、
、
つ
く
り
の
た
め
に

第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
回
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
小
型
船
だ
ま
り

を
は
じ
め
、
公
共
用
地
取
得
に
か
か
る

用
地
造
成
に
ワ
い
て
も
、
日
ぽ
概
成
の

段
階
に
あ
り
、
引
き
涜
き
事
業
の
和
進

を
同
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ポ
業
の
進
捗1既成の段階にある小型船だまり
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と
と
も
に
、
小
型
船
だ
ま
り
の
静
穏
度

等
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
で
お
り
、

こ
の
課
題
解
消
に
は
、
第
三
次
開
発
事

業
基
本
計
画
の
改
訂
が
な
け
れ
ば
、
県

に
お
い
て
も
そ
の
調
査
検
討
に
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
定
例
会
で
、

「
第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
の
策
定

(
改
訂
)
」
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二

年
に
議
員
提
案
と
し
て
事
業
推
進
の
特

別
決
議
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
時
間
的
経
過
の
中
で
再

検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
市
町
村
合
併
を
視
野
に
、
町
の

中
核
的
な
町
ε

つ
く
り
を
確
た
る
も
の
に

す
る
た
め
に
も
、
必
要
な
手
続
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

長
浜
港
の
港
湾
機
能
を
考
え
た
と
き
、

一
文
字
防
波
堤
の
事
業
促
進
は
も
と
よ

り
、
拓
海
工
業
団
地
の
公
共
岸
壁
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
第
三
パ

l
ス
の
着

手
を
関
係
機
関
に
強
く
要
望
す
る
な
ど
、

第
三
次
開
発
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指

し
、
長
浜
港
の
整
備
を
逐
次
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て

拓海工業団地の公共岸壁

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
一

年
五
月
に
、
都
市
計
画
区
域
を
変
更
拡

大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
昨
年
末
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
き
た
が
、
こ
の
た
び
県
と
の
調
整
も

ほ
ぼ
終
わ
り
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

所
定
の
策
定
手
続
を
終
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
は
、
よ
り
具
体
的
な
土
地
利
用

計
一
両
を
実
現
す
る
た
め
の
用
途
地
域
指

定
の
検
討
作
業
に
は
い
る
と
と
も
に
、

都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
向
け
、
具
体

的
な
事
業
計
酬
を
策
定
す
る
方
針
で
あ

る
。
最
終
的
に
は
、
市
町
村
合
併
も
念

頭
に
置
い
た
、
将
米
の
面
的
整
備
に
留

意
し
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

状
況
に
即
し
た

整
備
に
努
め
て

道
路
整
備
で
あ
る
が
、
主
要
地
方
道

大
洲
・
長
浜
線
に
つ
い
て
は
、
岸
本
石

油
出
か
ら
紺
屋
町
の
信
号
聞
に
お
い
て

の
、
交
差
点
改
良
を
含
め
た
公
共
事
業

の
導
入
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。
現
在
、

道
路
用
地
・
宅
地
代
替
地
の
取
得
等
に

つ
い
て
の
協
議
調
整
を
進
め
て
い
る
。

長
浜
田
中
村
線
に
つ
い
て
は
、
白
滝

大
橋
が
接
道
す
る
交
差
点
付
近
か
ら
上

流
域
お
よ
び
、
肱
川
支
川
の
河
川
改
修

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
る

医
聞
や
未
改
良
医
域
の
早
期
完
成
を
阿

る
と
と
も
に
、
亦
橋
付
近
か
ら
小
油
問

の
狭
小
部
分
の
白
歩
道
設
置
に
つ
い
て 完成した大和(郷)地区の県道

は
、
道
路
・
河
川
管
理
者
に
対
し
、
速

や
か
な
整
備
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

長
浜
・
保
内
線
の
大
和
(
郷
)
地
灰

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
末

に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
櫛
生
・

大
洲
線
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
地
滑
り

防
止
対
策
事
業
と
合
わ
せ
た
早
期
整
備

を
強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

町
道
整
備
に
つ
い
て
、
黒
田
・
大
屋

線
を
は
じ
め
、
集
落
聞
を
結
ぶ
重
要
路

線
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
・
緊
急
性
等

を
見
極
め
な
が
ら
、
状
況
に
即
し
た
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
維
持
管
理
に

つ
い
て
も
、
各
地
域
の
特
性
を
見
据
え

な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
勘
案

し
、
適
正
な
方
策
を
整
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

導
入
可
能
な
事
業
を

取
り
入
れ
て

産
業
振
興
に
つ
い
て
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
第
一
次
産
業
に
対
し
て
は
、

導
入
可
能
な
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
滑

に
し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
品
州
み
か
ん
を

中
心
と
し
た
柑
橘
栽
培
に
か
か
る
生
産

基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
優
良
系
統

品
種
、
優
良
中
晩
柑
類
へ
の
改
植
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
マ
ル
チ
栽
培
の
普

及
促
進
を
凶
り
、
併
せ
て
農
道
の
新
設
、

舗
装
、
用
排
水
路
の
整
備
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
農
地
の
流
動
化
防

止
に
つ
い
て
も
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
対
象
地
区
の
農
地
拡
大
と
、

新
規
集
落
協
定
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
肱
川
流

域
十
三
市
町
村
に
よ
り
肱
川
流
域
水
源

林
整
備
推
進
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

水
源
画
養
機
能
を
発
揮
し
う
る
森
林
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
森
林
素
材
の

循
環
型
利
用
に
よ
る
、
環
境
に
配
慮
し

た
林
業
振
興
や
森
林
保
全
の
施
策
を
進

め
て
い
る
。
今
後
と
も
、
計
一
両
的
な
除

間
伐
事
業
の
推
進
と
、
幹
線
林
道
の
開
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誌
や
椎
茸
の
優
良
産
駒
の
導
入
を
推
進

し
て
い
き
た
い
一
J

漁
業
に
つ
い
て
は
、
築
磯
造
成
に
よ

る
生
産
基
盤
整
備
や
、
稚
魚
貝
類
の
中

間
育
成
と
放
流
事
業
に
よ
る
つ
く
り
育

て
る
漁
業
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
櫛
生
漁
港
に
つ
い
て
は
、
北
側
の

一
丈
字
防
波
堤
整
備
等
、
港
内
機
能
の

向
上
を
日
指
し
た
施
設
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い

J

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
活
力
に
満
ち

た
白
眉
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
経
営
の

改
著
や
、
地
域
掠
興
事
業
等
に
対
し
、

商
工
会
を
通
じ
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、

出
品
券
発
売
事
業
、
町
内
の
消
費
拡
大

に
努
め
て
い
き
た
い
)

観
治
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

今
に
予
定
さ
れ
て
い
る
雨
予
地
域
観
光

振
興
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
あ
わ
せ
本
町
へ

の
集
客
に
努
め
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ

た
'
一
日
然
や
文
化
遺
産
等
の
資
源
を
活
用

し
、
観
光
P
R
は
も
と
よ
り
、
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
L
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

十
分
に
調
査

検
討
v

な
が
ら

消費拡大に模索カf続く商窟街

住
民
基
本
台
帳
、
不
ツ
ト
ワ
1
ク
シ
ス

テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
、
本
年
八
月
か

ら
は
、
転
入
転
出
の
特
例
処
理
お
よ
び

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
等
の
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
事
業
群
品
一

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
適
正
母
運

用
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市

町
村
合
併
に
対
応
す
る
た
め
、
一
円
籍
事

務
電
算
化
は
不
可
避
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
令
併
と
凶
時
に
一
一
允
的

な
稼
働
が
で
き
る
よ
う
導
入
を
図
つ
て

い
き
た
い
。

乳
幼
児
の
保
育
に
つ
い
て
、
保
育
所

の
統
廃
合
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
壇

で
あ
る
と
認
請
し
て
い
る
。
保
育
所
統

廃
合
検
討
委
員
会
の
答
申
は
、
「
保
育

所
は
一
か
所
が
望
ま
し
い
」
と
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
を
念
頭
に
対
処
し
て
い

き
た
い
。
し
か
し
、
そ
の
施
設
整
備
に

は
多
大
な
財
源
と
用
地
が
必
要
で
あ
り
、

十
分
に
前
査
検
討
し
な
が
ら
事
業
推
進

を
凶
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

予
防
体
制
、
を強
化
し
て

有
病
率
、
医
療
費
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
予
防
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
保
健
望
新
を
ト
尤
尖
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
育
児
支
援

を
凶
る
と
と
も
に
、
思
春
期
保
健
事
業

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

高
齢
者
福
祉
事
業
に
コ
い
て
は
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

L
た
「
生

き
が
い
・
支
え
合
い
の
交
流
事
業
」
な

ど
、
職
員
件
制
を
整
え
、
順
次
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

(資料写真)

介
護
保
険
事
業
に
つ
一
い
て
は
、
出
齢

者
等
の
介
護
予
肋
と
生
活
支
援
を
引
き

続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
十
九
年
度

ま
で
の
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
~
ヲ
き
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
巨
人
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ぎ
た
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

総
合
的
な
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
介
護

家
族
の
支
援
と
家
族
介
護
力
の
向
上
光

主
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
出
民
健
康
保
険
下
主
の
高
医
療
費
対

策
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
に
医
療
費

の
現
状
を
理
解
・
認
識
し
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
健
康
守
つ
く
り

研
修
会
や
保
健
宇
業
の
子
商
対
策
弁
一
推

進
し
て
、
早
期
健
全
化
に
向
け
て
一
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

元気に遊ぶ子どもたち

広
範
な
領
域
で

具
体
的
な
施
策
を

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
常
作
活

か
ら
地
球
的
規
模
ま
で
、
よ
り
広
範
な

領
域
で
具
体
的
な
施
策
を
民
間
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
、
本
町
に
お
い
て
も
、
十
九

作
反
を
目
標
年
ほ
と
す
る
五
か
年
計
画

の
「
長
浜
町
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計

画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当

計
画
に
沿
っ
た
温
室
効
采
ガ
ス
の
排
出

抑
制
に
向
け
た
事
務
事
業
の
見
直

L
を

し
、
環
境
台
市
の
低
減
に
努
め
て
い
き

た
い
。本
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
河
川
部

化
と
河
川
環
境
保
全
を
抗
進
し
、
生
活

排
水
の
処
刑
内
に
関
し
て
は
、
小
型
台
併

処
理
出
化
槽
の
普
及
促
進
を
阿
る
と
と

も
に
、
快
適
な
水
辺
空
間
の
創
出
を

H

指
し
て
、
水
質
汚
濁
の
防
止
に
努
め
て

い
き
た
い
。

塵
芥
処
聞
に
つ
い
て
は
、
広
州
叩
竿
に

よ
る
七
世
↓
川
別
の
排
出
ル
ー
ル
の
啓
発

と
と
も
に
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
や
か
く
は

ん
式
ご
み
処
理
器
設
置
へ
の
補
助
金
交

付
等
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

廃
棄
物
丘
小
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、

保
健
所
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
海
岸不法投棄の現場
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部
や
山
間
地
の
監
視
を
強
化
し
、
自
然

豊
か
な
景
観
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
目
指
し
て

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に

お
い
て
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
個
性
を
伸
ば
し
、
健
康
増

進
と
体
力
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
十
五
年
度

に
長
浜
中
学
校
で
の
単
独
調
理
場
方
式

(
自
校
式
)
に
よ
る
施
設
を
建
設
し
、

十
六
年
度
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
他
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、

年
次
計
画
に
よ
り
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
し
。社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
楽
し
く
生

き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
を
推
進
し
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
常
め
る
町
づ

く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
誌
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
年
に
発
行
さ
れ
た
長
浜
町
誌
の
続
編

と
し
て
、
現
在
、
編
さ
ん
委
員
さ
ん
を

中
心
に
、
十
六
年
十
月
の
発
行
を
目
指

し
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
体
育
施
設

を
利
用
し
た
町
民
の
健
康
、
体
力
づ
く

り
の
促
進
を
は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
努
め
た
い
。

人
権
・
同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
長

浜
町
人
権
尊
重
の
町
守
つ
く
り
条
例
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
差
別
の
な
い
明
る
く
住

み
よ
い
町
の
実
現
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

給食センター建設予定場所

町
民
総
参
加
の
も
と

全
力
で
対
処
し
た
い

以
上
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り

所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
継
続
を
必
要
と
す
る
施
策

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
発
展
的
に
推
進
し
、

新
規
施
策
・
重
点
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
は
、
職
員
と
と
も
に
全
力
で
対
処
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
施
策
を

遂
行
す
る
に
し
て
も
、
議
会
を
は
じ
め
、

全
町
民
の
英
知
の
結
集
が
肝
要
で
あ
り
、

町
民
総
参
加
の
も
と
、
「
豊
か
に
輝
く

題霊墨璽盤盟

開
発
注
事
業
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

健
・
麗
増
進
に
つ
い
て

有
縁
電
話
に
つ
い
て

公
正
@
公
平
な

事
業
推
進
を

賀
問
圃
・
嗣
町
発
注
事
業
の
請
負
契
約
に

つ
い
て
、
公
共
事
業
の
透
明
性
を
期
す

た
め
、
議
員
と
町
理
事
者
の
配
偶
者
、

三
親
等
以
内
の
血
族
お
よ
び
姻
族
が
経

営
す
る
企
業
を
、
請
負
契
約
対
象
か
ら

除
外
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
現

在
、
町
発
注
事
業
を
請
け
負
っ
て
い
る

業
者
の
大
半
は
町
外
で
あ
る
と
聞
く
が
、

現
在
の
状
況
を
開
示
す
る
と
と
も
に
、

海
と
川
と
緑
の
活
力
あ
る
町
ε

つ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
捷

を
賜
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

輯

富

議
開
国
間
関

ミ古
F:子

今
後
、
町
内
業
者
を
優
先
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
私
は
、
建
設
業
法

や
地
方
自
治
法
を
遵
守
し
、
常
に
厳
し

く
か
っ
真
撃
に
受
け
止
め
適
正
に
執
行

し
て
い
る
。
不
祥
事
を
防
ぐ
の
は
、
規

制
よ
り
も
、
む
し
ろ
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
の
方
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
開
示
詰
求
が

あ
れ
ば
、
入
札
者
の
名
称
・
金
額
等
を

開
示
し
て
お
り
、
事
務
報
告
に
も
記
載

し
て
い
る
の
で
時
認
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
町
外
企
業
の
占
め
る
割
合
は
、

請
負
件
数
で
二
八
%
、
町
内
企
業
で
対

応
で
き
な
い
特
殊
業
務
を
除
く
と
、
一

四
%
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ

て
大
半
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
な
ら
ば

異
論
は
な
い
が
、
実
態
を
認
識
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
も
、
信
頼
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
受
注
機
会

に
も
配
慮
し
、
公
正
・
公
平
な
事
業
推

進
に
努
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

-6-

主
に
予
防
費
で

計
上
し
て
い
る

質
問
:
・
聞
で
は
、
健
康
増
進
の
た
め

に
六
百
五
十
億
円
の
地
方
交
付
税
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
長
浜
町
に
は
い
く

ら
交
付
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
成
人
歯
科
検
診
・

老
人
保
健
法
の
歯
周
疾
患
検
診
を
行
、
っ

と
と
も
に
、
小
中
学
校
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
る
か
。
さ
ら
に
、
町
で
も
健
康
増

進
計
画
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
健
康
ミ
つ
く
り
推
進

経
費
と
し
て
、
基
準
財
政
需
要
額
が
算

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
諸
々
の
経

費
も
合
算
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ

は
そ
の
ま
ま
町
の
普
通
交
付
税
と
し
て

歳
入
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
方
財

政
計
画
の
範
岡
内
で
枠
配
分
さ
れ
る
も



の
で
あ
る
の
で
、
正
昨
な
数
値
は
ぶ
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
大
枠
の
数
字
で
は
、

阿
面
万
円
強
が
入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

町
の
歳
出
而
で
は
、
主
に
γ

ア
防
費
で
計

上
し
て
お
り
、
健
康
づ
く
り
の
各
種
事

業
や
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
憧
康

相
談
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
む

成
人
歯
科
検
診
に
つ
い
て
は
、
二
十

歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
一
歳
六
か
月
見

の
保
誌
者
が
対
象
で
、
一
回
の
粒
診
で

の
受
診
者
数
が
ぺ
十
五
人
以
上
で
補
助

対
象
と
な
る
が
、
現
状
で
は
こ
の
要
件

が
満
た
せ
ず
、
本
年
度
の
実
施
は
凶
離

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

老
人
保
健
法
に
よ
る
歯
周
波
忠
松
診

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
検
診
の
意
義

と
必
要
性
や
一
岨
解
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
医
師
会
の
協
力
体
献
字
、
環
境

牟
つ
く
り
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
c

小
中
学
校
で
の
ブ
ッ
素
物
洗
口
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
管
内
で
は
思
茂
小
学

伎
が
指
定
を
受
け
、
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

て
い
る
c

今
後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

県
の
指
苧
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
Q

ま
た
、
健
康
増
進
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
一
部
の
市
町
に
お
い
て

中
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
計
岡
指

針
や
周
辺
自
治
体
の
進
特
状
況
を
見
な

が
ら
恰
定
準
備
を
進
め
て
い
い
と

考
え
て
い
る
。

施
設
整
備
に
向
け
て
の

方
向
付
け
を

費
問
E

・
・
有
線
放
送
の
利
用
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
現
在
、
投
送
は

非
常
に
聞
き
取
り
に
く
く
、
あ
ま
り
必

安
と
は
思
わ
れ
な
い
。
早
々
に
撤
去
し

て
防
災
持
続
を
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

E

右
線
放
送
電
話
に

つ
い
て
、
加
入
戸
数
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
が
、
町
内
唯
一
の
放
送

広
報
手
段
と
し
て
欠
か
せ
ず
、
電
話
に

つ
い
て
も
、
低
料
金
で
通
話
で
き
る
た

め
ど
う
し
て
も
必
要
な
家
庭
も
あ
る
よ

う
で
あ
る
J

し
か
し
、
施
設
も
老
朽
化

平成14年度の健康フ土スティパル

が
進
み
、
十
分
に
は
機
詑
し
て
い
な
い

こ
と
も
認
識
は
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
、
有
効
な
施
設
性
備
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
令

併
ま
で
い
は
、
地
域
イ
ン
ト
一
ブ
、
ネ
ッ
ト

基
盤
駆
け
備
事
業
の
導
入
に
追
随
し
、

C

A
T
V
、
防
火
川
線
芋
の
情
間
通
信
施

第
三
次
開
発
事
業一聞
に
つ
い
て

新
市
将
来
像
の

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

質
問
・
・
・
第
一
一
-
決
開
発
事
業
基
本
計
画

の
見
広
し
は
、
新
市
の
将
来
構
想
を
た

右
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
基
本
計

画
の
中
に
直
水
族
館
計
画
も
あ
る
が
、

町
や
新
市
単
独
で
の
運
常
に
は
限
界
が

あ
る
〕
町
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
県

あ
る
い
は
川
国
レ
ベ
ル
で
の
大
規
慢
な

施
設
運
営
を
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が

ど
の
よ
う
な
計
阿
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
現
在
の
長
浜
町
に
は
、
駐
車

設
の
整
備
に
向
け
て
の
、
方
向
付
け
を

検
討
し
て
い
き
た
い
日
な
お
、
現
施
設

に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
新
し
い
シ
ス
テ

ム
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
非
市
に
困
難

で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
施
設
を
修
繕
し
な

が
ら
、
最
大
限
に
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
c

問

孝

器
開
ロ
田
一

意

場
等
の
施
設
の
整
一
っ
た
海
水
浴
場
が
な

い
が
、
新
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
創
設
の
具
体
的
な
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

次
に
、
今
後
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま

地
と
し
て
大
型
船
へ
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
一
一
文
字
堤
防
等
を
早
期
に
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
つ
完
成

す
る
の
か
。
こ
れ
ら
、
漁
港
の
安
全
確

保
等
、
港
湾
整
備
計
画
に
う
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
見
直
し
す
る
の
か
。

最
後
に
、
漁
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、

m業
の
将
来
を
考
え
る
と
、
育

て
て
採
る
滑
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
青
島
に
水
一
佐
試
験
場

を
誘
致
し
、
仙
一
介
類
の
推
仇
放
流
等
を

行
つ
て
は
ど
ろ
か
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
冒
・
本
族
館
は
町
民
の

夢
で
あ
り
、
町
づ
く
り
の
中
核
内
崎
設

の
最
た
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

先
進
事
例
で
は
、
大
規
松
水
族
館
と

L

て
「
大
阪
・
海
遊
館
」
、
中
規
模
の

「
下
関
市
立
し
も
の
せ
き
水
族
館
」
小

規
模
の
「
尾
島
山
上
水
族
館
」
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
経
営
形
態
も
、
公
営
・
第

一
一
-
セ
ク
タ
ー

-
R聞
な
ど
多
種
多
様
で

あ
る
。
広
践
的
位
置
付
け
で
、
集
存
エ

リ
ア
・
競
合
関
係
・
一
山
手
業
費
等
を
考
慮

す
る
と
、
本
町
の
場
台
、
小
規
模
水
族

館
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
「
町
営
」
は
不
可
能
と
認

識
し
て
お
り
、
新
市
へ
の
移
行
後
、
そ

の
手
作
い
を
検
討
し
、
受
け
入
れ
件
制
の

整
備
に
よ
る
事
業
化
の
方
向
性
な
ど
、

皆
ν
と
ん
と
と
も
に
英
知
を
し
ぼ
っ
て
事

業
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
仁
し
で
も
、
町

民
の
参
加
が
い
か
に
組
み
込
ま
れ
る
か

が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
る
。

海
水
浴
場
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安

心
し
て
使
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
開
設

で
き
ず
、
併
せ
て
、
漁
業
権
等
に
つ
い

-7 



て
の
協
議
調
整
な
ど
の
条
件
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
海
水
浴
場

の
整
備
の
必
要
性
は
申
し
上
げ
る
ま
で

も
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
先
で
個
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
選
択
肢

の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
、
今

後
は
、
様
々
な
条
件
整
備
を
念
頭
に
、

一
体
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
方
向
へ

向
け
て
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

次
に
、
港
湾
計
画
の
見
直
し
と
時
期

で
あ
る
が
、
第
三
次
開
発
事
業
計
画
の

見
直
し
改
訂
に
よ
り
、
第
二
一
上
区
を
中

止
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
小
型
船
だ
ま
り
の
安
全
性
に
大
き

く
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
安
心
し

て
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
専
門

的
検
討
や
、
漁
業
関
係
者
の
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
計
両
的
に
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
、
引
き
続
き
要
請
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

最
後
に
、
漁
業
振
興
に
関
し
て
は
、

水
産
業
の
拠
点
と
す
べ
く
、
小
型
船
だ

ま
り
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
水
産
試
験
場
・
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
宇
和
島

市
と
伊
予
市
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現

実
的
に
は
本
町
へ
の
誘
致
は
凶
難
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
水
族

館
と
水
産
試
験
場
と
は
共
通
項
の
多
い

事
業
で
も
あ
り
、
今
後
、
水
族
館
の
実

現
に
向
け
て
の
検
討
、
加
え
て
水
産
振

興
、
自
然
学
習
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連

性
の
巾
で
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

よ
う
な
方
向
へ
結
び
つ
け
た
い
と
考
え

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
市
の

将
来
像
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

な
基
本
計
画
と
し
、
具
体
的
な
検
討
に

入
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

観
光
協
鵬
興
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

山
山
海
州
対
策
に
つ
い
て

地
域
の
交
流
の

拠
点
と
し
て

夏には多数の客で賑わう沖浦海水浴場

賀
問
圃
E

Z

四
国
地
方
整
備
局
の
地
域
が

誇
れ
る
水
辺
空
間
の
保
全
・
創
出
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
四
国
み
ず
べ
八
十
八
ケ
所
」

に
「
長
浜
大
橋
の
肱
川
河
口
」
が
選
定

さ
れ
た
が
、
当
町
に
お
い
て
も
こ
の
機

会
を
捉
え
て
新
た
な
観
光
資
源
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
肱
川
河
口
(
長
浜

大
橋
)
が
「
四
国
み
ず
べ
八
十
八
ケ
所
」

に
選
ば
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
整
備
事
業

と
な
る
河
川
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
と
合
わ
せ
て
登
録
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
赤
橋
又
役
場
庁
舎
、
更

に
は
本
年
一
月
に
登
録
さ
れ
た
末
、
水
邸

を
含
め
て
情
報
発
信
し
、
地
域
の
交
流
・

観
光
の
拠
点
と
し
て
保
全
・
活
用
し
今

後
「
四
国
み
ず
べ
八
十
八
ケ
所
実
行
委

土亘

芳

E雲

一議園田一

見

員
会
」
で
は
、
案
内
標
識
の
設
置
や
ア

ク
セ
ス
ル

l
ト
の
整
備
等
具
体
的
に
検

討
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
当
町
と
し
て

も
観
光
地
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
状
況
を考
慮
し
て

質
問
・
:
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
国
の

調
査
委
員
会
に
よ
る
と
南
海
地
震
は
今

後
三
十
年
に
四

O
%
の
確
率
で
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い

て
は
、
肱
川
に
架
か
る
四
本
の
橋
の
耐

震
性
、
ま
た
、
旧
長
浜
は
砂
地
の
地
盤

が
多
く
液
状
化
が
心
配
さ
れ
る
が
公
共

施
設
の
耐
震
診
断
等
ど
の
よ
う
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
四
橋
の
耐
震
度
に

つ
い
て
、
ま
ず
町
管
理
の
白
滝
大
橋
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
改
訂
さ

れ
た
道
路
橋
示
方
書
を
基
に
、
最
新
の

設
計
・
施
工
技
術
を
導
入
し
、
こ
れ
ら

の
震
度
に
耐
え
得
る
強
固
な
橋
梁
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
災
害
は
広

域
的
、
局
地
的
ま
た
地
震
災
害
の
よ
う

に
予
測
無
く
突
然
起
こ
る
こ
と
か
ら
今

後
に
お
い
て
は
、
日
頃
の
点
検
等
防
災

対
策
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
他
三
橋

に
つ
い
て
は
県
管
理
で
あ
る
が
、
昭
和

五
十
二
年
度
完
成
の
新
長
浜
大
橋
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
ま
た
、
平
成
十

一
二
年
の
芸
子
地
震
時
の
点
検
で
は
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
問
題
点
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
現
在
、
専
門
家
に

よ
る
耐
震
補
強
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
中
で
あ
り
、
診
断
の
結
果
に
よ
り
対

応
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
大
和
橋
と
長
浜
大
橋
に

つ
い
て
は
、
約
七
十
年
前
に
架
橋
さ
れ

た
橋
で
耐
震
強
度
等
詳
細
な
資
料
に
つ

い
て
の
確
認
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に

災
害
時
の
救
急
活
動
・
緊
急
輸
送
や
避

難
等
最
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
更
に
点
検
業
務
や
維

持
補
修
等
万
全
を
期
し
て
頂
く
よ
う
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
に
つ

い
て
、
特
に
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
六
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
特
定
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建
築
物
に
は
積
極
的
に
耐
震
診
断
や
改

修
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ
い
会
館
及
び

沖
浦
公
民
能
な
ど
は
新
耐
持
対
策
が
施

さ
れ
耐
震
診
断
の
必
要
性
は
な
い
が
、

昭
和
三
十
九
年
に
完
成
し
、
す
で
に
四

十
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
中
央
公
民

的
を
は
じ
め
長
浜
小
・
中
学
校
・
長
浜

保
育
所
等
は
三
十
年
前
後
を
経
過
し
て

お
り
、
耐
震
診
断
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
な
お
、
予
期
で
き
な
い
災
害
に
対

し
て
、
防
災
施
設
と
な
る
施
設
、
避
難

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
財
政
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
施
設
の
外
視
調
査
や
劣
化

度
調
査
、
構
造
躯
体
診
断
等
の
耐
震
検

診
を
行
い
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

基
準
に
適
合
で
き
る
叶
危
機
能
の
向
上

を
行
い
、
万
が
一
の
災
害
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地
元
の
一
理
解
と協
力
を

質
問
・
:
出
海
川
の
水
害
対
策
に
つ
い

て
現
在
の
状
況
ま
た
新
た
な
進
展
は
な

い
の
か
。

答
弁
(
町
長

)
i出
海
川
の
改
良
計

画
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
で
あ
る
愛
媛

県
で
枯
極
的
に
検
討
頂
き
、
二
月
仁
大

学
の
教
授
等
に
よ
る
県
河
川
整
備
計
画

専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
整
備
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
ご
審
議
を
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
出
海
川
周
辺
は
人

家
が
連
担
し
現
川
道
の
拡
幅
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
川
の
洪
水

調
整
施
設
と
し
て
放
水
路
等
が
考
え
ら

れ
る
と
し
た
方
針
案
が
承
認
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
流
域
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
、
平
成
十
今
九
年
度
当
初
に

策
定
予
定
の
整
備
計
酬
を
詳
細
に
検
証

し
、
具
体
的
な
整
備
手
法
を
示
す
と
と

も
に
、
事
業
化
を
日
指
す
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
の
強
い
願
い
で
も
あ
り
、
い
よ

い
よ
共
体
的
な
形
が
見
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
町
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
県

か
ら
具
体
的
な
計
両
、
あ
る
い
は
必
要

な
地
元
の
協
力
の
一
安
件
等
を
聞
き
、
ご

珂
鮮
と
ご
協
力
を
得
る
べ
く
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平成元年に起きた出海川水害

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
整
備
事
業
に
か
か

る
工
事
請
負
鶴
見
な
ど

十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

十
四
午
度
↓
般
会
計
予
算
に
十
三
億

九
千
九
一
戸
大
十
八
万
八
千
円
が
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
六
十
八
億
八
千
百
三

十
六
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
山
一
恒
算
管
理
費
と
し
て
、
合

併
を
念
頭
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
将
来
の

高
度
情
報
化
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
凶

市
町
村
の
庁
舎
・
出
先
機
関
・
学
校
等

を
光
7

7
イ
パ

1
で
接
続
し
、
各
施
設

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
凶
る
た
め
の
伝
送

施
設
整
備
に
要
す
る
工
事
請
負
費
及
び

送
受
信
装
置
等
の
備
品
購
入
費
等
十
四

億
一
千
四
万
六
下
川
を
補
正
。

〔
畏
生
青
〕
社
会
福
祉
総
務
費
と
し
て
、

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
の
補
助

会
が
確
定
し
た
と
と
に
伴
、
っ
不
用
額
の

減
額
及
び
同
保
財
政
安
定
化
支
援
事
業

費
の
確
定
に
伴
、
っ
国
保
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
一
一
一
千
凹
一
丘
二
十
一
万
六
千
円
を

補
正
。
【
衛
生
費
】
佐
芥
処
理
費
と
し
て
、
大

洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組
合
ご
み
処
理
施

設
(
環
境
セ
ン
タ
ー
)
負
担
会
の
確
定

に
伴
、
つ
不
凪
額
の
減
額
及
び
資
源
回
収

活
動
奨
励
盆
一
千
四
百
四
万
八
千
円
を

減
額
補
正
。

{
土
木
費
〕
町
道
新
設
改
良
費
は
、
各

一
卒
業
の
精
算
見
込
み
に
伴
、
つ
立
木
・
物

件
移
転
補
償
金
等
の
減
額
及
び
町
道
大

半
裸
改
良
工
事
外
十
一
路
線
の
事
業
に

要
す
る
工
事
請
負
費
等
金
一
二
千
九
行
十

五
万
五
千
円
を
補
正
。

長
浜
町
監
査
委
員

条
例
を
制
定

昭
和
一
一
一
十
九
年
に
弘
査
委
員
の
定
数

を
定
め
る
本
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
地
方
公
共
団
体
の
財
務
に
閉

す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事

業
の
管
理
を
監
査
す
る
た
め
の
職
務
内

容
が
明
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

今
回
、
監
査
請
求
や
詰
閣
の
処
理
、
定

期
検
査
及
び
決
算
等
の
審
査
方
法
を
新

た
に
条
項
に
組
み
入
れ
る
た
め
旧
条
例

を
廃
止
し
、
新
た
に
判
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。収

入
役
に

真
鍋
興
秋
氏
を
一
再
選
径

収
入
役
、
真
鍋
典
秋
氏
は
、
ヂ
成
十

五
年
一
一
一
刀
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
同
氏
を
再
選

任
し
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
起

立
多
数
で
同
意
さ
れ
、
収
入
役
に
決
主

り
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

霊
員
会
委
員
に

上
川
高
敏
氏
を
再
選
佳

長
浜
町
同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
上
川
寓
敏
氏
は
、
平
成
十
五
年

三
月
三
十
一

R
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
に
同
氏
を
再
選
任
し

議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
起
L

リ今多

数
で
刺
立
さ
れ
、
固
定
資
産
許
仙
審
査

委
員
会
委

H
に
決
ま
り
ま
し
た
。

可
村
自
治
の
確
立
に

関
す
る
意
見
書

第
二
十
七
次
地
方

M
度
調
査
会
に
お

い
て
、
基
礎
的
円
治
体
の
あ
り
方
等
が

審
議
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
提

出
さ
れ
た
「
西
尾
私
案
」
は
、
町
村
の

自
己
決
定
権
を
踏
み
に
じ
り
保
氏
円
治

を
否
定
す
る
、
地
方
分
権
の
確
立
に
反
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す
る
案
と
い
わ
ざ
ア
引
を
得
な
い
。
よ
っ

て
、
次
の
と
お
り
の
意
児
に
う
い
て
、

善
処
方
を
強
く
要
望
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

一
回
は
、
地
方
自
治
制
度
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
町
村
の
山
己
決
定
権

及
び
住
民
白
冶
を
尊
主
し
、
町
村
内
治

の
伴
ウ
チ
を
前
提
と
す
る
こ
と
。

二
円
十
怠
に
自
治
の
北
金
曜
一
で
あ
る
税

財
政
制
尽
の
将
米
像
を
明
ら
か
に
し
、

「
税
叶
源
の
地
方
汁
椛
」
を
早
急
に
実

現
す
る
こ
と
。?

江
一
事
戸
川
寸
=
:
事
誘
導
門
員

{
総
務
田
町
〕
総
務
課
付
合
併
和
当
課
長
'

久
保
博
回
目
(
総
務
課
主
幹
来
課
長
補
供

兼
合
併
担
当
)
謀
長
補
佐
兼
消
防
係
長
・

稲
川
安
(
税
薪
課
事
寧
兼
住
民
世
係
長
)

課
長
制
佐
兼
合
併
相
当
・
清
水
康
則

(
会
計
主
事
専
兼
会
計
係
長
…
一
事
専
兼

山
務
係
長
弓
都
築
、
作
江
(
事
専
)
坂
本

直
哉
(
教
育
課
)

〔
企
画
調
整
自
己
課
長
補
佐
・
山
本
多

再
明
(
保
健
介
護
課
事
専
兼
古
齢
者
介

誌
係
長
)
山
木
J

県
民
(
保
健
介
護
課
)

大
口
明
(
新
規
採
用
)

〔
税
務
課
}
課
長
補
佐
兼
同
定
資
主
税

係
長
・
二
宮
正
門
川
(
経
済
一
試
課
長
補
佐

兼
商
工
制
光
係
長
)
住
民
税
係
長

e
H

上
手
一
(
住
民
福
祉
課
)
加
納
紀
彦

(
教
育
課
)
〈
国
土
調
査
室
〉
事
専
兼

調
査
係
長
・
亀
同
位
f

事
専
)
庶
務
係

長
・
志
木
修
二
(
係
長
)
て
九
日
鈴
主

一
住
民
福
祉
課
)

【
住
民
福
祉
課
〕
事
専
兼
一
日
凶
係
長
・

久
井
一
(
一
戸
籍
係
長
)
藤
削
奈
月
(
新

規
採
用
J

〔
保
健
介
護
課
〕
課
長
柿

ι兼
保
健
セ

ン
タ
ー
一
的
長
・
菊
地
邦
求
(
教
育

A
課

長
制
佐
兼
学
佼
教
育
係
長
)
高
齢
者
介

護
係
長
。
存
ト
民
情
(
保
健
介
護
課
)

井
上
勉
(
企
画
調
整
謀
J

上
田
大
輔

(
新
規
昨
用
)

〔
生
活
環
境
課
〕
課
長
。
三
秋
技
司

(
稔
務
課
課
長
補
佐
北
庶
務
消
防
係
長
)

謀
長
補
佐
y
h

札
環
境
係
長
・
古
川
直
人

(
課
長
補
佐
)

〔
経
済
課
}
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
・
村
ヒ
隆
志
(
老
人
ホ
l
ム
さ
く

ら
苑
長
)
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
。

宇
都
宮
芳
丈
(
保
健
介
護
課
課
長
補
佐

官
ポ
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
)
事
専
兼
背
埋

係
長
兼
農
業
委
同
会
事
務
係
長
・
戎
徹

(
生
活
環
境
課
以
境
係
長
)
渡
遺
慎
一

建
設
課
)
松
出
圭
司
(
建
設
課
)

〔
建
設
課
〕
課
長
・
植
杉
岳
志
(
企
両

調
整
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
)
課
長
補
佐

兼
港
務
所
長
・
久
保
出
健
市
(
八
此
断
調

整
課
課
長
補
佐
)
事
業
係
長
・
津
田
博

幸
ヘ
保
健
介
護
課
)
村
L
L

一
郎
(
経
済

課
)
石
本
車
ぶ
F

企
回
調
整
課
)

門
治
水
対
策
課
〕
課
長
・
十
布
地
洋
一

(
主
幹
兼
課
長
補
佐
)
課
長
補
佐
・
出

本
忠
則
(
企
画
調
杭
け
崩
事
専
雑
事
業
係

長
){
教
育
課
〕
課
長
補
佐
萩
学
校
教
育
係

長
・
松
川
向
規
(
経
済
課
事
専
兼
管
理

係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
係

μ)
高
橋

直
人
(
税
務
課
)
一
品
、
水
誌
に
(
新
規
採

用
)〔
会
計
室
]
会
計
係
長
・
山
地
淳
志

(
総
務
課
)

【
老
人
ホ
ー
ム
さ
ぐ
ら
苑
〕
苑
長
・
新

出
辺
夫
(
視
務
課
課
長
補
杭
兼
固
定
資

産
税
係
長
)
苑
長
補
佐
抗
生
活
指
導
員
・

大
本
町
料
(
事
事
)

〔
沖
浦
保
育
所
〕
主
席
主
任
保
育
士
・

矢
野
見
判
子
(
出
海
保
育
所
)

〔
櫛
生
保
育
所
〕
所
長
・
凶
山
み
ち
子

(
豊
茂
保
育
所
)

〔
出
海
保
育
所
】
所
長
-
木
之
本
律
子

(
櫛
生
保
育
所
)
主
任
保
育
士
・
河
野

美
和
(
沖
浦
保
育
所
)

〔
豊
茂
保
宵
所
〕
、
王
席
、
王
任
保
育
士
。

横
山
地
(
子
(
長
浜
保
育
所
)

ぉ、良
壁面
"山

な
り
ま
し
た

マ
生
活
環
境
課
・
:
課
長
・
大
野
勇

マ
経
済
課
:
・
課
長
・
佐
々
木
正
日
一

マ
建
設
課
:
課
長
・
笹
本
柴
一
、
課
長

補
佐
兼
港
務
所
長
・
小
河
貫
一

マ
治
水
対
策

A
・
:
課
長
・
西
日
孝

マ
出
海
保
育
所
:
・
所
長
・
萩
森
川
也
慧
子

マ
佐
民
福
祉
課
・
:
事
専
兼
年
金
係
長
・

大
同
尚
P

十

マ
長
浜
保
育
所
:
・
主
席
主
任
調
理
士
・

岡
崎
美
智
子

マ
老
人
ホ
l
ム
さ
く
ら
花
・
:
生
活
指
導

員
・
波
辺
タ
ミ
子

@ 

4・
@ 

@ 

司'
曜ゑ

¥1 

長
混
町
鱒
曹
計
璽

マ
ス
タ
ー
0

フ
ラ
ン
が

襲
{
悪
さ
れ
ま
し
た

平
成
ト
午
卜
一
月
か
ら
策
定
を
進
め

て
hi--
ま
し
た
長
浜
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
(
案
)
を
諮
問
す
る
た

め
、
二
一
川
十
九
日
、
長
浜
町
都
市
計
両

審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
同
帝
議
会
か
ら
、

「
原
案
ど
お
り
策
定
さ
れ
る
と
と
が
適

当
で
あ
る
」
と
し
た
谷
申
を
長
け
、
同

日
付
で
こ
の
0

フ
ラ
ン
を
公
去
し
ま
し
た
c

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
当
町
が
都
市
計
両

法
に
正
手
つ
き
、
概
ね
二
十
年
後
を
日
標

と
し
て
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
土
地
利
用
、

都
市
施
設
を
中
心
と
し
た
計
画
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
、
都
市
計
画
区
域
内
の
都
市
供
備

を
実
施
し
て
い
え
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
伺
い
申
し
上
、
伊
ま
す
っ

な
お
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
概
要
は
、
先

般
、
町
内
各
戸
へ
ご
配
付
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
く
は
、

役
場
企
州
調
整
課
(
盟
五
二
!
一
二

三
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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審議会会長より答申を受ける西田町長



軍属19年芦訴で鍔ち空関量購官~験善枝揚季毎年1融公望~
町でlま、「長浜町地球湛暖化防止裏計菌Uを髄定しました。
この計画位、町の行政機関が率先して地球温時ft防止対藁を推進することにより、町畏の皆さんや事業者へ

E 啓発を行し入国T全体で地球温暖化防止命悲り組みを促進することを量的としてし言す。

く言十圏策定の背覇。〉

地球の表面(1、太陽からのH光を三けとめて温まり、その熱は大気を通じて宇宙宅間へ放出さjしることにより熱の

均衡がとれ、地表の温度は一定に保たれていま寸¥しかし近年、石油や石炭なとマ)化石燃料の大量消費に伴って二酸

化炭素の耕出量が増大し、大気中の二恨化炭素は熱を吸収する性質があるため、地球の温度が上昇する地球温暖化が

地球環境問題として深刻化していますc

地域j昆暖化は、自然の生態系や人類に甚大な被害が及ぶ日j能性が指摘されており、人間の生存基盤に関わる重大な

環境問題であることから、早急な対策が求められています。

平成10イドに「地球温暖化対策の推進に関する法律」が制定され、同と地方公共団体は、すべての事務・事業に関

して温主効果ガス排出抑制のための「実計画J( 5年を l期とする訂両)を策定することが義務付けられました。

〈計画の期間〉

則聞は、平成15年度から平成19年度までの5年間です。この計画を策定するにあたり、目Iの事務・事業により
排出する平JJX.1 2年度の温室効呆方入の排出量の状悶を調ぺました。これを基准年度とし、平成15年度以降どの程
度改善されたかを毎年1回?で度は比較し、点検 q 評価を行います。その結果を町民の皆さんにも公去します。

く排出量の削減闇標〉

j自主効果ガスには、二酸化炭素、メタン、オゾン、フロンなど6盟類があります。刊の事務・事業によりtJI出する

温室効果ガス全体の99%以上が 1変化炭素であるため、町では、二酸化炭素のみを削減の対象とします。二酸化炭
素の排出景を平成19年度までに基準年度ドド成12 年度!の排出量から 4%以 I~削減することを目標としますJ

〈主な異イ本的行動)(抜粋)

(1) 電賓使用量削減の取り組み

⑦ 昼休みなどの休憩時間は、事務に吏障のない範囲
で照明機器を消灯し、 OA機器の電源を切りますc
o兵器、電化製品等の購入、更新時には省エネ
ルギー型の機器導入に努めますc

@ 冷房は28位、暖房は18慶を IJ安に温度管理を
徹底し、冷暖房を効果的にするため窓の期間やブラ

インドを抗用L省エネルギー対策に努めます。

(2) 用紙類1iE用量削減め取り組み
① 複数枚の書類のコピ-~j:両国コピーを1~k!rç します。
ミスコピー用紙(土、印刷の試し刷りやメモ)jJ紙与

に利用しJ'[面のみの使用では廃棄しないように徹底
L空す。
③ 各連絡所や各施設への連絡用文書の発送には、使

用済み封筒を再利用します。

G) 出紙類については古紙配介宰の高い用根、白色度
の低い用紙を購入するように努めま

⑤ 冊子、パンフレット、ポスター等の印叫物の売注

-11 

には古紙配合卒が両く、白色度の低い再生紙を指定

するとともに、古紙配合率、白色疫を記載するよう

に努めます。

(3) 公用車燃料使崩量削減の取り組み
① 経済速度での逼転に心がけ、急発進、急加速、空
吹かしをしないよう穿めるとともに、余分な暖気運

転はなくします。

② 駐停車日干のアイドリングストッブを徹底します。

③ 蕪味な術物を積載しなけようにします。

④ タイヤ空気li.の調整や定期的な整備点検に努めま

すυ

⑦ 低公害車、低燃費車の導入に努めますn

家電製品の使い方を工夫しましょう
見てい1a:いテレビをこまめに消したり、

使わない部屋の照明を消すなど、電気使

用を節約しましょう。

1己1時間テレビ未Ij用を減うすと、年
間電気代が約1，000円節約でき、 CO，を

13kg-CO?減らすことができます。

あなたも身近なところから始めてみませんか。



ん
7

年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
位
い
み
ち
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
口

文
中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
す
。
円
グ
ラ
フ
の
性
質
別
脅

入
、
目
的
別
展
出
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
に
占
め
る
同
官
一
口
の
割
介
で

す
J

(平
%成
当は十
初前五
予年~
算度 E
J.- 4:Jえ

あ 当
比初
較予
)草

総ニ務費
5億 9，152万 5千円(9.1%減)

一般管理、文書、広報、有課放送

技述給、電算管理、コミュヨ智弘

ふアィ推進、 i以説、戸籍住 l..1irP
民登張、選挙などに使われ ¥ I I 
ます。 ムLL

一
般
行
政
経
費
ほ
、
特
別
な
も
の
を
除
き
例
年
以
上
の
節
減
に
努
め
る
一
方
、

住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
直
結
し
た
事
業
や
産
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
操
り
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比
一
・
一
%
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一般会計予算

49錯し204Jl9千円
性賀3閉め撒入(j:圃・・

地方消費税主主代金 7，000万円(1.4%)

分担金負担金 6.518万円(1.3%)

諸収入 6.226万6千円 (13%)

白m}_J+取得耕交付金 4，000万巨 (0.8%)

地方特例交付金 2，100万円 '0.4%)

封産収入 1，271751千円 (0.3')己、

利子割受付金 700万円 (0.1%)

その他 5237ラ8+!1J(0.1%) 

地方会付税

21億6.900万円
(44.2%) 

可司F

畏 γ 必生七三一費
1 1 t意 1，592万 6千円 (5.7%増)
老人福祉、川童福祉、

身体障害者福祉、知的障

害お福祉、母子制祉や、

隣保館の運営、国民年金

事務などにねわれます。

自由勺_gIJ0::>嵩量出(~・園園

消防費 1億31万3千円 (2，0%j

議会費 8，100;57千円(1.7%)

商工費 4，314方3千同 (0.9%)

その他 1，000万2千伺 (0.2%)

可"

12 

民生費
111意1，592万6千円
(22.7%) 



辛末:欄理費フ
4億 7，494万 6千円 (12， 9%増)

県の補助制度を活用した道路改良整備を行っ

たり、河川、下水道等の維持補修をしたりする

ために使われます。また、交通安全施設の設置、

さらには防災、公背佐宅、港湾

管理学にも使われます。

今年度主なものとして、町道

加出・ 7科目目線他の改良整備や、

地域聞を結ぶ道路網の舗装与に

要する経費を計七しています。

議商罫
4，31 4万 3千円 (11.8%減)

商玉栄の活性化のア三めの経費を

はじめ、毎i7t、宣{正一、イベント、
公園の管理などに怯われます。

{責:亙:費
1 0 億 1，79 6方 3千円

(23.8%減)

事業のために借り入れた

お金の償還金です。

1，000万円(増減なし)

I~ 
ぐ之宇ミJl

工業用水道事業
2，561万 4千円
七業lFl水は、 1日使

用料が 3.300¥子j=jメート

首ルの契約水量で、現在3

1社に供給しています。

一 13-

3億 5 ， 835万 2 千円(~. 7 %減)

農林法麗襲翼

農業一色J として、民業委員会の活動計や、農地

の流動化など農業全般の振興を図るために便わ

れます。また、休業費としては、森林整備担い

手確保や椎茸生産の推持促進、林道整備などに、

水産業賓として、漁港の整備

Yえび水産関係施設の維持管理

ヤ、稚魚、の放流等のっくり育

てる漁業の推進に使われます υ

教仁、
6億 6，1 1 6万 1千円 (88.6%増)

学校、社会教育施設の充実及び文化事業、生

J庄学習、スポーツ帳興、古少年の健全
育成、人権同和教育、国際交流事業な

どに使われま寸 υ なお、今年度は長浜

中学校の給食施設建設事業費を計上し

たため )~Il屈な増となっていまヂ。 知
町講会j逗賞のためμイ更われます。

関
1億 31方 3千円

(10.5%減:)

防火防歩えのためにf吏われるも

ので、大洲地!ベ

広域消防事務組

台負担金などを

計上してしぜす。

特 男せ:(企業会社〉:「一一ぐ

j水道事業 j i国民健康保険
:2億 1， 1 8 9万 9千円 : ! 1 0億 8.445万 2千円 (2.6%減)
2 今年度も、徹底した漏: I 凶民健康保険被保険者の医療費を
!水訓告を行い有収率の向 I :支給するための経費です)

i I二に努めると
lともに、動力

;費等諸経費の

i節j減を行いな

:がら経営の安

j定を図ります。

三二)_.._..-;
老人保健 i 
1 61意8，637万 8千円 (5.4%i威) ~ 
老齢者の医?な費を支給するための

経費です。

ム一品

l圏畏健蔵保険直堂診きま

1，375万 1千円 (2.9%減)
国民健康保険被保険者等の診療に

要する経費です。

港湾施設事業
1，748万 5千円 (0.1%増)
港湾施設管理のための桂脅です。

簡易水道事業
4，965万 1千円 (2.9%減)
簡易水道の送予?のための経費です。
1 1方包設で、地冗行理が行われていま
す。

介護保険
6億 8，202万 6千円 (7.9%増)
介護保険被保険者の介護給付をす

るためのむ費です。

住宅新築資金等貸付事業 土地区画整理事業
i1 398万 3千円 (4.3，?/(J減) 1億 6.544万円 (154.4%増)
住宅新与築迄資苛金主等の起f債責σの)f償賞j還宝金と 大和(仰9沼郷E郎巨引)地区の一十「地区画弊理事:i償還に妥←すするための事蒋嚢です O 一業来楽→叶を叶:jfj問{

L. .. 日圃一一一一一一←.日一.一一一一一一H一-一←.日一.一一一一一一.日一圃一一←咽日一.一一一一目一冒一一一_.一E一一-一日一一耐.. 嗣一一-一量日.一.一.一-一←.. 一.一一一由一一..J.J J 
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司
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事
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主
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事専兼係長

西山健市
事務専門日

友i宰あっ子
I事

木村勇仁
1事

大石明

所長

宮岡民子
事専兼主席王任保育j

佐竹千恵子
主任保7守寸一

小川好恵
王(干f最古↑?

今田邦了

新田道夫
苑長州町五ド活相訣員

大本昭裕
事務骨門員

城戸債美
栄養 L

束真理子
事守司在日席上任者設帥

平田由美子
1i議柄引卜行

山下純子
u下百円
中l嶋加代子
奈は

中嶋和佐子
主任制坦只

山本静栄
調埋員

大野トミエ
調理民

和左目道江
調理員

中野ミサエ
嘱，{

波辺タミ子
嘱;;t

泉 |所長

i西山みち子
手専荒主席主任保育士

児玉智代
ur保育上
山内干豆、

笑佳所長

菊池さと子
事専兼士席王fI保有l

吹春みね子
王席主任保育 i

宮本邦子
主席主任保育一上

白石王子
主任保育寸で

加納美紀
所長

矢間栄津美
'J1-専兼ト席 i任保肯士

吉岡とよ子
iご任保育上

中野八千代
l 任保育上

i原田加奈子

r

ナ
j

子

和

日

付

肝

保

げ
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十
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E

4
主
寸

4
z
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(
[

所

ヰ

宇

品

作
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ミ?きおP

Sテーマ震 f却の嚢織物J雷のご葉丹 j平成15年度品
i - --. -----~愛媛県歴史文化博物館~ 5 鐸嘉手 a保館府議撃さf
位当館では、佐田 111甲半島で山仕事や漁の仕事着として用いられ 3 毎'fl~藤Lます
た裂織とともに、半兵家折同女子氏、地理学者村仁節太郎氏が撮 ~日頃悩んでいる方、お気軽

詳した昭和30年前後の写真を台わせて展示し、佐田岬半島の生

活や文化を;f召介します。

I円時] 1[月 26日(士) ~ 6月 8日(日)。午前 9時~午後 5
時(ただし、入室は'1二後 4時半まご，) 

I場所1歴史文化博物館
(東宇和郡宇和町卯之町4丁目11番地 2) 

【料金}常設展示観覧~q----大人500円 (20人以トーの団体は 1 人

400円)0 111学生以トー、 65歳以上、身体障害者手帳等をお持ちの
方は無料。

[休館日}毎週月曜日(ただし、祝uの場合は閉館、翌日休館)
Eお問い合わせ3愛媛県歴盟文化博物館学芸課(告0894四62-6222)
まで。

地籍調査は、法務局の公l文!と J見地が不明確であ之〉ため、土地

所有者等の隼界調査に基づき、正しく測量し地撞符及び地籍凶

を作成するものです。

本調査により、地籍の明確化が凶られるとともに、公課等国

民負担の公平化、二士地の紛争防止及び成果の多目的利活用に資

するもので、官、j主の生活やまちづくりの推進にほ大変重要なも

のです。

長浜町の地籍調査は、昭和53年度に新子刀、米26年目を迎え、

総 IflI積 74.79k凶のうち、調査済面積は67.03凶、進捗卒は89_6%

で未調査地区は、晴海、黒田、拓海、沖浦、仁久、長浜、青島

の 7地区で、面積は7.76kmとなっています。

今年度は、附j毎及び黒田の♂部(今坊境~しろJ11 )まで1.76 

kmの調査を実施しますので、調査地区の背様には大変ご迷惑を

掛けますが趣旨をご理解いただきご協力をお願いします。

中宇・:鴻翻羽詰臨時謀説主将圃E詫持~:::賠::::守宇:::詰部z九詰中沼.争ふ:::詰.. “正埠宇諮王詣獄担担説M綿#梓臨碍E諮容￡詩:':0::'袋=涼;.::::子~::諮諮詰供司t招弔詔掛詔詔翻詔E斡E客:詰部4詫::::烈E詫〈鼎F招問占争.記z沼h出.、V結•• 

にご相談下さし迫。(，1!Ui料)~

O女性の健康相談
(生涯を通じた女性の健康ムに関

する相談)

【日時] 5月15日(木)

毎月第 8木曜円

午後4時~午後 5時

[場所I大洲保健所
I担当者]大洲市立病院佐婦人
科城戸美穂医師、保健師

。思春期保健相談

(思春期の子どもに関する相談)

【日時] 5月22日(木)

勾月第 4木曜日

午前 10時~午後 4時

[場所}大洲保健所

I担当者]心開カウンセラー長
谷川美和子氏・伊賀土問子氏、

保健師

0ともに電話予約が必要でtす O

大洲保イ建所(宮24同 3165) まで。

!!! 喜事草葉系の燃f抑付匁吋すζ尋みi輝騨蒼耕耕F滞騨ポ斜平縫玉盆盆占按f"A定宮の劫お籍都ら封世 ~尤丈緋;淵滞獅紳F伊E鯨牒穿駒舵吉齢シ♂夕-一~ 
住民・事業者のみなさんには、日

ヒnからごみの減量及ぴリサイクルに
こ、協力をいただきありがどろどさゃい

ます。

事業系の燃やすごみの搬入量は年々

増加傾向にあり、それに伴い焼却施

設のごみ処理経費も:ll~大していると

いう現状に対応するため、 lillll、事

業系の燃やすごみの焼却料金を改定

することとしました。

事業者のみなさんにはご理解をい

ただき、今後ともご協力をいただき

ますようよろしくお願いします。

なお、家庭から出るごみにつきま

しては、現行のまま据え置き、変更

はありませんG

O改定年月日 平此15年6月1日
0お問い合わせ先 大洲市・長浜町
環境センター(大洲市八多喜)

宮26-1615

lOOkg以よ200kg未満 i 

」…一一面辰五!
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!p蹴腕正購撒髄蹴鵬E胸 f糊翻鱒鵬蹴嚇抵割甑醐捌踊蹴臨嚇抵蹴糊噂悲醐

3 2雪量'315，時事ø/ffJJ/Jlにこト蕗フフどださ~ i 
出

自 ~NTT番号情報株式会社~

新しい愛媛県版電話帳「タウンページ・ハローページ」が、

5月 7日(水) ~ 5月20日(火)まで川頁次配達されます。

お届けの際、古い電話帳を閏収します。ご不在で、古い電話

帳を囲収できなかった場合は、下記までご連絡ぐださい。再度

囲収にお{司いします。

電話帳囲収センタ 0120-303077 

I受付期間] 5月 7[J ~20 日

{受付時間]午前 9時~午後 5時(寸二・日曜日、祝日を除く。)

開轍鱗鱒轍糊翻鱒鱗繍熊野諜樹海解説部長部欄概醐措辞ぷ臓器鮫搬鱗鱗

も銃砲刀剣類の査課について(お菱自比)

平成15年度の銃砲万剣類の設録審査は、次のとおり実施して

います。銃砲万剣類を新たに発見された場合は、最寄りの警察

署への発見届出後、速やかに発見者(所有者)自身が銃砲万剣

類を持参し、登録手続をしてくださし~

[日時]毎月第 3水曜日(祝日の場合は翌日)

O刀剣類・圃・...午後 1時~午後 4時

0古式銃砲・・・午後 3時~午後4時

I会場1県庁第 A別館 9階会議室(松山市一番町 4丁目4-2)

[持参品]

①銃砲万剣類発見届出済証

②当該銃砲万剣類

③身分証明書(運転免許証、健康保険証等、本人であること

が分かるもの)

④愛媛県収入証紙・・・登録申請 1件につき6，300円分

【照会先〕愛媛県教育委員会文化財保護課(宮089-912-2976) 

まで。

七組昌巳話語語右主主語叩沼部::;:~控政府波路盟主謹聴謹話['= 

喜嘉源貯蔵品券の
3 当選番号誘i・
j 波野度比
3月 9日(日)、ふれあい会

館で第 7団長浜町商品券の公開

抽選会が行われ、次のとおり当

選番号が決まりました。

[ 1等]5，000円分商品券

I~~ 5 fi子

7 6 7 4 8 

77662 

8 0 1 3 1 

8 2 388 

7 684 2 

79656 

8 0 9 6 6 

84903 

1:: 2等]2，000円分商品券

下 3桁

213 689 

69685  7 

[: 3等]1，000円分商品券

下 2桁

8 8 

I交換期間1平成15年 5月30日
(金)まで

[交換場所}長浜町商工会ほか

Eお問い合わせ]長浜町商工会
(宮52-0312. t有3283) まで。

事時器鶴瓶謀容踊輔臨語翻語翻器購諮問嬬.
田圃園 E 園田園田園田園園田昌司聞事国圃盲目圃胃園田町四閉園田胃.聞置園田町田岡田開園圃 E 園田園田理四回・園間関園田 E 開園圃園田園副聞司国司園田--田園'

E 
E 

3移動警察相談所を
室 開設します

~大洲警察署~

暴力団、薬物、迷惑電話、悪

質商法、ストーカ一、配偶者間

暴力、いじめ、家庭内暴力、非

行問題等で悩んでいる方は、遠

I意なくご中目言炎くた、さしミ。

【日時] 5月14日(水)午後 2

時~5 時(毎月第 2 水曜日。な

お、本署では随時受け付けてい

ます。)

[場所]長浜交番

【お問い合わせ]大洲警察署

(宮25-1111)または、長浜交番

(晋52-1015) まで。
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新刊情報です ~長浜町立図書館~

書名 著者

。感動と共!惑を呼ぶ日本人の自伝 1

「人間の記録」全150巻

。ヘレンのもう、いや l

(多重介護奮戦録)

0夢を叶える夢を見た

0しまなみ幻想、

西川ヘレン

内舘牧子

内田康夫

O美しく飾る 寄せ植えと花選ぴ12カ月

「人間の記録」全150巻の一部

岡井路子監修

E 

M 

E 
E 

E 

B 

a 
a 

-E 
E 

H 



日目、

nヘ
争~ 幡、っている

も離れか長賓理
が

保健七ンターでは、子どもさんの心と体の健やか

~ な成長のお手伝いと、がんばっているママ・ペパなど、保護者の

方への応援を兼ねて様々 な事業を行っています仁

友達づくりや気分転換に、お気軽にご参加ください。

時日

女場所はいずれも保健センターで、参加費は無料です。
女子どもさんとご一緒にお越しください。
大詳細については、毎月の回覧で配布しております保健事業プログラムをご覧ください。
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小麦粉粘土や折り紙遊ひ¥公園 Irr!l I--!-. lI::::l +， ¥-7 K' ""7 

~ICJ...!-!- ~II 二回|乳幼児および¥そ|
l 育児サークル !遊び¥季節の遊び、フリーマー の保護者など¥ー毎月 1回、乳幼児
L_一一一一」-土立土なζ、三一←一一一一~ブ竺三 |健診日の午前中

I ~õY-tt~~F1~~ I 歯科衛生士による虫歯や歯周病 き幼兜~高齢者ま : 1 O:OO~11 :30) 歯みガき相談 | 川 7WJJ  U l 
| などのチェック¥歯みガき指導c で ( 

1---- --1晶 、#山-1-.1口士 岨…一、幼児健診|l V:聖体重測定¥心や体の発達 刊号を持つ保評奇数月 l 
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l 1 J ::t:I: *fi .lJo/， /T¥ 10 12.;8. Y ~.3é:: ( =@II+I r.:t妊産婦やその家族リ
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年合輸入静臨民偽記語品
年金の受付載り先の変璽は慎重!こ!
イF金を受けている方が、転居などをされる場合は「住所・支払機関変更届Jを提出していただくことになっていますc
ところが、住所変更を伴わない受取先だけを変更される方が、特に最近目立って増えてきています。

十|会保険庁・社会保険事務所では、皆さんから提出された届書を迅速に処理し、決められた[Iに正確に支払うよう努

力しており、この変更作業を行うためにム定期聞が必要になります。

支払期日に近づいてから変更届を提山されますと、変更前の預貯金口陀に拒rJ込まれたり、決められた 11に年金を受

け取れなかったり、受付取りが遅くなったりするなど、皆さんの生j活首l仁二支陸をきたす原因にもなりかねませせ一ん

年金をi速宝やカか、に、確実に受け取るためには受け取り先の変更は慎重にしてください。

年金受給者ガ、住所警護費きし疋とき!基逮わなじ届出しましょう i
国民年金や厚生年金の受給権者が住l庁を変更した場合、その日出が遅れると支払の通知書や現況凶などのれ会保険庁

からのお知らせや問書が届かなくなりますので、「住所・支払機関変更届Jを必ず提出してください。
用紙は役場かお近くの社会保険事務所に備え付けてありま
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の
時
に
は
二
百
万
人
を
越
え
る
人
々
が

国
い
た
と
い
、
つ
こ
と
で
す
コ
彼
ら
は
担
同

一
で
あ
る
朝
鮮
が
日
本
の
植
民
地
に
さ
れ

一
た
た
め
に
、
日
本
人
風
に
名
前
を
変
え

一
さ
せ
ら
れ
、
日
本
語
を
話
す
こ
と
を
強

一
要
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
自
由
を
挙

一
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
長
浜
に
も
朝
鮮
か

一
ら
連
れ
て
来
ら
れ
て
住
ん
で
い
た
人
が

一
い
た
そ
う
で
す
c

私
は
こ
の
話
を
、
朝

一
鮮
学
校
で
偶
然
知
り
合
っ
た
4

人
の
お

一
ば
あ
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

園
自
分
は
、
昔
、
勉
強
す
る
た
め
に
朝

一
鮮
か
ら
だ
っ
た
一
人
で
長
浜
に
来
た
こ

一
と
、
名
前
を
日
本
人
風
に
変
え
て
生
活

一
し
て
い
た
こ
と
、
当
時
長
浜
に
あ
っ
た

一
女
学
校
で
学
び
、
日
本
で
終
戦
の
ニ
ュ
ー

一
ス
を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
。
私
は
、
こ

一
の
お
ば
あ
さ
ん
は
そ
の
頃
ど
ん
な
気
持

一
ち
で
生
活
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
き
り
と
今
で
は
考
え
も
う
か
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
私
の
手
で
、
お

ば
あ
さ
ん
の
閉
ざ
さ
れ
た
暗
く
深
い
差
別

の
ド
ア
に
手
を
か
け
た
よ
、
つ
な
気
が
し
ま

し
た
。交
流
を
深
め
る
に
つ
れ
て
、
私
の
気
持

ち
は
段
々
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
ま
し
た
。

だ
け
ど
同
時
に
、
何
か
辛
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た

J

利
払
と
同
じ
学
年
の
中
級
部
三

年
生
の
長
業
で
の
こ
と
で
す
。
柊
戦
技
、

日
本
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
の
人
た
九
は
、

a 
E 
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の
権
利
を
踏
み
に
じ
っ
一
て
し
ま
っ
た
私

た
ら
で
す
。
写
っ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち

で
す
。私
が
今
回
、
こ
の
四
国
朝
鮮
初
中
級

九

J

校
に
参
加
し
た
理
由
は
、
直
接
こ
の

日
で
見
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
い
く
ら

教
科
書
で
学
ん
で
い
て
も
、
「
本
当
に
理

解
す
ブ
戸
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
彼
ら
と
会
ワ

て
み
て
良
か
っ
た
、
話
し
て
み
て
良
か
っ

た
と
思
え
空
す
。
私
は
日
本
人
で
彼
ら

は
朝
鮮
人
で
す
が
、
そ
の
違
い
を
認
め

ム
口
、
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
こ
の
見
学
を
通
し
て
、
す
ご
く
遠
く

に
感
じ
て
い
た
朝
鮮
が
、
ぐ
っ
と
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
J

そ
の
こ
と
が
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

判
鮮
半
…
伐
を
去
る
と
き
、
見
送
り
に

出
て
く
れ
た
先
生
や
子
ど
も
た
ち
に
、

私
は
う
ろ
覚
え
の
朝
昨
J

叩
で
「
ア
ン
ニ
ヨ

ン
ヒ
ケ
セ
ヲ
(
さ
よ
う
な
ら
一
一
」
と
話
し

か
け
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
笑
顔
で
、

「
ア
ン
ニ
ヨ
ン
ヒ
」
と
返
し
て
く
れ
ま
し

自
ら
の
子
で
、
祖
国
に
つ
い
て
学
べ
る
学
た
c

私
は
乙
の
日
味
わ
っ
た
経
験
を
ず
ソ

伎
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
と
忘
れ
ま
せ
ん
J

に
U
本
政
府
か
ら
、
「
判
悼
入
学
校
廃
止
生
き
る
権
利
、
学
ぶ
権
利
、
今
で
は

令
」
と
い
う
法
律
が
出
さ
れ
、
朝
鮮
人
の
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
、
当
た
り
前

学
校
は
す
べ
て
廃
較
仁
追
い
込
ま
れ
ま
し
で
は
な
か
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

た
。
こ
れ
で
、
彼
ら
は
、
「
羊
ぷ
権
利
」
過
去
に
は
も
う
一
民
れ
な
い
け
れ
ど
、
私

を
も
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
~
た
ち
は
そ
れ
を
胸
に
刻
ん
で
お
か
な
け

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
い
の
だ
ろ
、
っ
。
私
は
怒
り
を
覚
え
ま
し
も
、
っ
一
一
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ

た
。
彼
ら
は
何
も
悪
く
な
い
の
に
じ
彼
ら
な
い
よ
う
に
。
そ
し
て
、
胸
を
張
っ
て
、

は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
い
の
は
、
人
彼
ら
と
肩
を
花
ぺ
て
歩
け
る
よ
う
に
。

「四国朝鮮初中級学校
に学んで」

[ι  
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犬病院で支払つ定1ヶ月の浩療費本人の重量彊限度額を越え

「高額医岳費支給」の手続き
お年寄りや家族の収入状況により、通院または入院で支払/コたド人の負担額以上の医療費が高額医療費として戻っ

てきます。該当者には役場から診療月の約3へ 4う月後にハガキでお知らせをLていますので、千枇きをして 1;さいっ
持参するもの・， I~I J置、本人名義の振込山幸番号、お知らせのハガキ等

長
濃
前
田
園
毘
鰭
麗
保
険
方
ら

~、J
Z量
d
可
屯
‘
.

喰
窃
備
期

giv

む皐に次のよう

塵
療
費
節
約
に
ご
協
力
を
i

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
閉
え
続
け
る
と
、
医
療
費
の

財
源
の
ム
つ
で
あ
る
み
な
さ
ん
の
保
険

税
の
負
担
な
ど
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
寸
ま
た
、
阿
保
の
制
度
そ
の
も

の
を
運
一
げ
す
る
の
が
困
難
に
な
り
ま
す
の

そ
う
な
ら
な
い
と
め
に
も
、
日
頃
か
ら

健
康
に
注
意
し
医
峠
立
の
節
約
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て

医
療
宜
の
無
駅
使
い
を
な
く
し
ま
し
ょ

国
保
税
を
納
め
な
い

同
叫
ん
健
康
保
険
制
度
は
、
比
内
三
」
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
似
険
説
、
と
回
、
県

等
か
ら
の
柏
助
金
に
よ
り
迎
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
冊

目
宵
が
と
ら
れ
ま
す
。

一
「
短
期
被
保
険
者
琶
の
交
付

有
効
期
間
の
短
い
「
一
知
則
被
保
険
者

証
」
を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

交
付
を
受
け
た
人
に
は
期
限
が
切
れ
る

ご
と
に
担
当
空
口
ま
で
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
。

ニ
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
の
交
付

さ
ら
に
一
年
以
上
滞
納
が
続
く
と
保

険
証
の
か
わ
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

医
療
費
は
一

H
一
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

一
一
一
給
付
の
制
限

一
年
六
ヶ
月
滞
情
す
ふ
と
保
険
給
付

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
五
し
止
め
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
以
上
滞
納
が
い
杭
く
と
走
し

止
め
ら
れ
た
給
付
額
か
ら
滞
納
分
が
差

し
引
か
れ
ま
す
c

@ 

樟隼寄りガ決ゅような病勢!こなっ遅う・
D人工透析を必要とする慢性腎不全 ②血友病 ①後天性免疫不全杭怯昨 (IIIV感染等)
「特定疾病認定」の手続き lケ)Jの入院治療費の負担額が10，000[IJまでη
持参するもの。医師の意見書または特定疾病療主交領証、老人霞療受袷者証、位取保険証、印鑑

⑬ ら。

まだ老人課健医療の費給者で議い65蕗以上の
持たねた方は o ee む

江)[玉ギ法による障害基礎年金受給者l級、 2級の方
息長官日l長判定A、及び判定Bの(争の方(計仁Lくは役場保健介護国保係まで)
@身体障害者手帳l級、 2級、 3級、 4級の一部のん
「老人医療の出主認定」の手続き 65蔵から老人保健医療の受給者となります。
持参するもの・・ー年金証書主だは療育子帳または身体障害者子帳、健棲保険証、印鑑

安 住民税非諜税世帯警のお年寄りが病院に入院

「限度額適用・標準負担桶減額認定Jの手続き
lケ)Jの入院治療費の負担額・・・ 40，200円までコ24，600円または15，000円まで。
C 111の食事負担額・， ，780円コ650円(9 0日以上の長期入院法手続きした翌月 1rJ 
から500円Jまたは300円。(全額についてはお年寄りの収入状況等により異なりますcl
持参するもの。・ 0 老人医療受給者証、健康保険証、印鑑、領収書等

己九

@ @ 

。~ ~ 

『

e

つ定

@ 

S島
喝謡爵

@ 

保護軍罷擦観摘、
盟事ぷ神且畠i番手

、
っ
!
突
か
か
り
つ
け
の
お
慎
一
辛
口
さ
ん
を
も
ち

ま
じ
よ
う

(
何
で
も
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医

を
も
つ
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
心

強
い
も
の
で
す
。
)

変
重
複
・
多
受
診
は
詰
え
ま
し
ょ
う

一
同
じ
医
療
や
検
育
の
繰
り
返
し
は
、

医
症
費
が
無
駄
に
か
か
り
ま
す
。
)

女
薬
を
む
や
み
に
要
求
じ
な
い

(
適
切
な
診
断
を
受
け
、
処
々
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
J

-R定期的
に
健
康
診
断
を
交
け
ま
し
ょ
う

(
健
康
に
な
れ
ば
医
療
費
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
)

詰



自

前
聞
の
長
浜
高
校
に
続
い
て
今
回

は
長
浜
中
学
校
の
紹
介
で
す
。
州
知
附
と

伽
足
で
選
ん
だ
長
浜
中
学
校
自
慢
ベ
ス

ト
3
を
発
示

L
た
い
と
思
い
ま
す
。

舞一一一癒
し
て
ぐ
れ
る
申
薩

校
務
員
の
古
屋
惇
栄
さ
ん
と
同
芸
部

員
の
心
の
こ
も
っ
た
世
話
と
環
境
条
員

会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
毎
日
の
水
造
り

が
、
毎
年
中
庭
に
美
し
い
花
を
閃
か
せ

て
い
ま
す
J

長
小
の
校
舎
は
、
こ
の
中

庭
を
取
り
同
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
斗
徒
p

教
職
員
、
そ
し
て
来
技
者

さ vぜ、の

いひ気
、持

おち
jt与を
し :I1:rf 0 

主七 2
だく 4京芸ぷ
いオ L 扇戸J
ててス霊Ë!~げ
ご、いおd易問

覧;ま昼ヨ
くす亮ii.5
だ事。

ヨ
ヨ
ニ
謹

一
冗
気
量
ぐ
れ
る
あ
い
さ

肱
川
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
冬
の
?
明
、
い
胡

も
、
数
十
名
の
生
徒
が
校
門
や
中
山
崎
で
、

あ
い
さ
つ
運
劫
を
展
開
し
て
い
ま
す
れ

三
年
ほ
ど
前
か
ら
生
徒
会
を
巾
心
に
自

主
的
に
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
校
輩

に
受
け
継
が
れ
て
、
長
中
の
伝
統
と
な
っ

て
い
ま
す
f

ご
求
佼
い
た
疋
い
た
方
か

ら
「
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
、
つ
れ

し
い
。
」
と
一
言
っ
て
い
た
だ
く
の
む
、

言
わ
れ
て
始
め
た
も
の
で
な
く
、
心
か

ら
始
ま
っ
た
白
、
王
的
な
活
動
の
成
果
だ

と
思
い
ま
す
υ

「癒し」の場所となっている中庭

第
一
位
感
動
を
〈
れ
る
歌
芦

珍
し
い
二
部
介
唱
の
長
中
校
歌
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
、
卒
業
式
の
合
唱
で

も
、
来
賓
の
方
か
ら
思
わ
ず
い
配
子
を
い

た
だ
い
た
歌
声
は
、
長
中
生
の
誇
り
ど

な
ぺ
て
い
ま
す
。
う
わ
さ
に
よ
れ
ば
、

先
生
た
ち
も
、
飲
み
会
の
時
に
は
最
件
以

に
肩
を
組
ん
で
校
歌
を
歌
っ
て
い
る
と

ヵ
.e
・・・・
毎
年
十
一
月
は
じ
め
の
丈
化
祭
で
行

わ
れ
る
合
哨
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
各
ク
ラ

ス
の
練
習
成
果
を
発
表
し
台
い
ま
す
こ

月
に
一
位
の
割
合
で
聞
か
れ
る
音
楽
集

会
で
、
丈
字
通
り
音
を
去
し
ん
で
い
る

成
果
で
し
ょ
う
か
、
一
生
懸
命
取
り
組

ん
だ
歌
声
は
聞
く
人
を
感
動
さ
せ
て
く

れ
ま
す
一
主
化
祭
に
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

新
教
育
課
程
の
も
と
、
学
校
週
五
日

制
の
実
施
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

導
入
、
さ
ら
に
来
年
度
か
ら
、
学
校
治

食
の
開
始
と
、
長
浜
中
学
校
も
よ
さ
な

変
化
の
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
誇
り
あ

る
地
域
の
学
校
と
し
て
、
よ
き
伝
統
を

乏
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
を
め
ざ
し
て
、

い
き
た
い
と
忠
っ
て
い
ま
す
。

感動の歌声カf響く合唱コンク ル

ヨー ι宮襲撃撃事官?政訴ιと1
ら;J(買の変化やj可染が予測できますじ

水道水l士、町が水源や浄水過程を厳しく7'7理していま 最近、特に注目されている農業現や揮発性有機化合物

B す 水道法で定められている46項目の検査に合格し、塩 は、微量でも健康への影響が大きく、 4種類の農薬と17

素消毒した後に給ノドしている「安全な水Jで上 種類の埠発性有機化什物について、水質基準が定められ

この46Jfi日には、全く検出されてはいけないもの、数 ています。

fl~が高いと健康[~支障となるもの、数値変動の大きさに これらの水質基準以外にも、おいしい水の史件として、

より水質異常を判断するものなどがあり、それぞれ関連 硬度や残龍塩素、蒸発残間物などの早準も古められてい

はけながら総合的に水質を判[Hrしますし ます

硝酸性窒素.iJEMi酸性室副土、生活排水やし尿、窒素 現在、各種の牝干物質の利用拡大に(平う水源の汚染が|

肥料の影響が考えられ、塩素イオンは水中にある程度必 心配されていますが、長浜r11jでは常に順監視を怠らず、 i
ず含まれる塩分ですが、急激な値の変動は水質変化び)円 安全なだけでなくおいしい水を供給できるようさまざま i

安となります。また、有機物等(j品マンガン酸カリウム な努力をしています i
!消費量)は動植物の聞や川物による汚染の程度を示

I Lます。これ以外にもPHrl菌、臭気、色度、濁度などか
L..一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一←一一一一一一」
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美
し
い
環
境
を
守
ろ
う

1
櫛
生
@
須
沢

ク
リ
ー
ン
作
戦
1

三
月
九
日
、
櫛
生
・
須
沢
地
区
で
第

八
回
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
地
域
住
民
約

百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
美
し
い
環
境
ぐ
つ
く
り
を
通

し
て
、
ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
。
参
加
者
ら
は
、
国
道
沿
い

の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
う
グ
ル
ー
プ
、

海
岸
の
清
掃
を
す
る
グ
ル
ー
プ
、
菖
蒲

閏
の
草
取
り
・
整
地
を
行
う
グ
ル
ー
プ

等
に
分
か
れ
て
作
業
を
実
施
。
約
半
日

問
、
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
の
心
地
よ
い
汗

を
流
し
た
。

地
壊
が
一
一
体
と
詰
っ
て

ー
大
和
太
陽
の
臨
場

1

さわやかな汗を流した参加者たち

一一一月九

u、
大
和
小
学
校
を
主
会
場

に
大
和
太
陽
の
広
場
が
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
を
は
じ
め
、
家
族
連
れ
な
ど
約

五
百
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

毎
年
恒
例
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今

川
で
二
十
九
回
目
。
参
加
者
ら
は
、
第

一
部
の
「
み
ん
な
で
走
ろ
う
・
歩
こ
う

十
時
」
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
後
、

第
二
部
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
参
加
。

各
種
バ
ザ
ー
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
地
震
体
験
、
芸
能
発
表
、
ゲ
!
ム
、

餅
撒
き
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
存

分
に
楽
し
ん
で
い
た
。

満
開
の
棋
の
下
で

一斉にスター卜する子どもたち

ー
豊
茂
で
桜
ま
つ
り
開
催

1

凹
月
五
目
、
豊
茂
の
山
本
美
智
子
さ

ん
所
有
の
桜
園
で
恒
例
の
桜
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
。
十
数
年
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
ご
主
人
の
遺
志
を
継
ぎ
、
桜
約
百

本
を
植
樹
、
今
で
は
豊
茂
地
区
一
番
の

桜
の
名
所
と
な
っ
一
て
い
る
と
同
時
に
住

民
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
当

日
は
、
春
暖
か
な
絶
好
の
花
見
日
和
と

な
り
、
満
聞
の
桜
の
下
で
は
、
大
正
琴

の
演
奏
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
花

見
客
を
大
い
に
喜
ば
せ
て
い
た
。

花見客を喜ばせた大正琴の演奏

ょ T
ZF い
ノチ
ユ
ま l デ
つリ λ 
りツしも副主
開フっ三
催ば4
1 しE 刀E

四
月
六
日
、
柴
小
学
校
横
の
畑
で
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
初
め
て
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
l
花
の
会
の
主
催
に
よ

る
も
の
で
、
会
場
に
は
色
と
り
ど
り
の

約
三
千
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
ほ

こ
っ
て
い
た
。
ま
た
会
場
で
は
、
地
元

で
収
穫
さ
れ
た
お
米
や
っ
き
た
て
の
お

餅
も
振
る
韓
わ
れ
来
場
者
は
楽
し
い
春

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
。

約三千本のチューリップが並んだ会場

社
会
性
を
持
っ
た

値
性
を
の
ば
そ
う

1
教
育
事
始
め
式

1

22-

四
月
十
日
、
平
成
十
五
年
度
長
浜
町

教
育
事
始
め
式
が
町
体
育
館
大
ホ
I
ル

で
開
催
さ
れ
、
学
校
・
社
会
教
育
関
係

者
約
百
八
十
人
が
参
加
し
た
。

新
任
教
職
員
紹
介
、
教
育
長
に
よ
る

基
本
方
針
説
明
に
引
き
続
き
、
長
浜
高

等
学
校
の
重
松
洋
・
松
本
浩
司
先
生
に

よ
る
「
校
内
水
族
館
の
実
践
」
と
題
し

て
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
講
演

で
は
愛
媛
県
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

の
井
関
和
彦
氏
が
、
現
在
、
活
力
が
な

い
市
場
経
済
の
話
を
交
え
な
が
ら
、
モ

ノ
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
一
不
し
、

一
一
十
一
世
紀
は
、
学
校
・
地
域
・
家
庭

の
連
携
を
密
に
し
て
「
元
気
」
を
出
そ

う
と
参
加
者
た
ち
に
エ

1
ル
を
送
っ
て

い
た
。

講演する井関和彦氏



は
る
の
あ
じ
ち
ょ
う
ち
ょ
が
の
む
よ
は

な

の

み

つ

二

年

久

保

佳

樹

た
ん
ぽ
ぽ
は
ち
ら
り
お
り
る
ね
き
れ
い

だ
な

-

4

年

新

山

真

直

ち
ゅ
、
つ
り
つ
ぶ
な
ら
ぶ
ち
ゅ
う
り
つ
ぶ

ば

た

け

二

年

大

町

望

ち
ゅ
う
り
つ
ぶ
あ
な
た
は
き
れ
い
す
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だ
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二

年

石

田
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香

ゆ
き
み
た
い
さ
く
ら
の
は
な
が
ひ
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ひ

ら

と

三

年

山

田

彩

春
の
風
い
ろ
ん
な
か
お
り
は
こ
ん
で
る

三

年

矢

野

陽

介

雄
々
し
く
た
く
ま
し
い
男
の
一

i
7
R
a語
辞

子

に

育

っ

て

ほ

し

い

と

祖
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十
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お

一
¥
句
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付
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'
ペ
J
A

ー
ダ
グ
J
Jり
J
g
F

し
た
。
プ
ロ
ス
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選
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エ
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日
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似
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父
は
願
っ
て
い
ま
す
が
、
元
気
回

f
t
¥、
議
偽
閥
、

で
優
し
い
L
J
に
育
っ
て
く
れ
れ
一

ぱ
と
肝
心
っ
て
い
ま
す
。
一
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H
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は
る
の
く
も
と
お
べ
ん
き
ょ
う
し
た
き

よ

ろ

し

つ

で

一

年

波

辺

亜

美

ぶ
ら
ん
こ
で
あ
そ
ん
で
い
た
ら
さ
く
ら

が

売

ら

ん

ら

一

年

大

野

明

子

は
る
の
く
も
と
や
ま
の
も
け
い
を
み
つ

け

た

よ

一

年

商

崎

美

佐

子

し
ろ
い
く
も
た
た
い
て
お
も
ち
つ
き
た

い

か

い

一

年

神

田

怯

児

太
ゅう

平成14年 5月27日生まれ

ち

た
け
の
こ
が
す
く
す
く
の
び
る
せ
い
く

ら

べ

三

年

東

優

子

ご
め
ん
ね
と
一
一
一
一
口
え
は
仲
よ
し
存
の
空

川

年

井

仁

哲

郎

う
わ
ぐ
つ
を
き
ち
ん
と
は
き
な
お
す
さ

く

ら

さ

〈

同

年

笹

本

未

来

ど
こ
ま
で
も
な
ら
ぶ
な
の
花
き
れ
い
だ

な

凹

年

矢

野

怪

人

さ
く
ら
散
り
葉
っ
ぱ
が
夏
を
よ
ん
で
い

る

五

年

中

村

紀

幸

夏
近
し
ゴ
ジ
一
フ
松
井
が
ば
く
発
だ

五

年

清

水

亮

芳

日
を
こ
す
り
歩
い
て
校
一
校
一
年
生

エ

』

午

軒

本

麻

衣

春
休
み
花
も
満
聞
き
れ
い
だ
な

六

年

明

智

恵

里

桜
の
花
十
り
よ
う
と
い
っ
し
ょ
に
ま
い
お

六

年

大

行

光

季

た
ん
ぽ
ぽ
に
話
し
か
け
て
る
春
の
風

六

年

梶

田

裕

貴

春
が
来
た
き
く
ら
が
さ
い
た
き
れ
い
だ

な

い

ハ

年

山

崎

県

一

f

春
休
み
別
れ
と
出
会
い
が
作
っ
て
い
る

日

浦

ほ

「行政事思議員む
4月1I [付けで、山下一仁さん(上老松)が総f務奇j六川i寸|M;日{カか、ら行政相談

[拡委嘱さM批れはま
る苦情や意見.要望をお聞きし、皆さんと役所などの聞に立ち、公，[:7. 

J村立的立場で、相談にのってくれます。

| 相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

| 電話 号2-2383(山下一亡さん宅)

出

ノ¥

年

1) 

り
る
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5月15日，...， 6月14日

亀'O~<S);クルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

15 木
結核・肺がん検診 大和公民館 10:00-11 :30 
結核・肺がん検診・基本健診 戒川小学校 13:00-14:00 
育児・歯みがーき相談、育 保健センター 10:00-11・30

16 金
児サークル

1歳6か月児・ 3歳児健診 保健センター 13:00-13:30 
有害ごみ収集日

20 火
社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 
不用犬・不用ねこ回収日

21 水 びん・缶収集日

特設人権相談所開設 保健センター 9:00-15:00 
23 金 母親学級 保健センター 13:30-15:30 
粗大ごみ収集日

27 火 ホ.リオ生ワクチン投与 保健センター 13:00-13:30 

28 水
ベッ トボトル ・発泡スチ
ロール収集日

30 金
結核・肺がん検診 締生福祉センター 10:00-11 :30 
結核・肺がん検診・基本健診 柴公民館 13:00-14:30 

6/3 火 不用犬・不用ねこ回収日

4 水 びん・缶収集日

5 木 結核・肺がん検診・基本健診 今坊しおきい館 13:00-14:30 

結核・肺がん検診 出海公民館 10:叩-11:30
6 金 結核・肺がん検診・基本健診 沖浦公民館 13:00-14:30 
古紙 ・紙パック収集日

8 日 第7回長浜バレーポール大会 スポーツセンヲ 9:00-

9 月 結核・肺がん検診・基本健診 保健センター
9:30-11 :00 
13:30-14:30 

結核・肺がん検診・基本健診 保健センター
9:30-11:00 

10 火 13:30-14:30 
社会保険事務所出張棺談日 商工会 10:叩-15:30

水
ぺットボトル・発泡スチ
ロール収集日
育児サークル・歯みがき相談

保健センター
10:00-11 :30 

13 メ主ベ 乳児健診 13:00-13:30 
燃やさないごみ収集日

5月長浜の若葉は美しい。端午の節句を祝う鯉峨りが空に舞い、鳥の鳴く

声もにぎやかである。

鳥が飛んでいた

気持ちよさそうに飛んでいた

お母さん鳥がえさを運んでいる

あつ また運んできた

鳥のお母さんもいそがしい

わたしも

やさしいお母さんになれるかなあ(小3女)

あなたなら、きっと優しいお母さんになれる。

子どもたちの未来を大人が不幸にすることだけは、決してしではならない

と強〈思う。

この広報がでるころには、イラク戦争も完全に終わり を告げているだろう 。

戦争で傷ついた子どもたちが、どうか元気で幸せに生きることを祈りたい。

喝P
3
月
届
出
分

(
敬
称
略

イ主

戸斤

ヘ

白

滝

/
松
山
市

「

長

浜

/
川
内
町

ヘ
長

浜

/
長

浜

事骨氏

曽加山 清 仙面
根 藤本 水 寄 山

昭
夫
知
子卓

や
え
み
裕
介
泰
子

住 3お
所塁 誕
百生
T分お
嵐長め
名投 で

IQ(iと

室 う
署 !!
名

長
浜
櫛
生
下
須
戒

下
須
戒

下
須
戒

日稲稲竹 武
野 積積内田

i量2芳、ぇ愛ぁイ憂す奈な
イ圭か有 り荊 り斗 と々 な
華:IJ'*~ さ

イ主 3 生F

所員マ
氏雰 や

名長み
問先

死 )
亡
日寺
年
歯令

下
須
戒

長

浜

出

海
長

浜
下
須
戒

今

坊

橋泉玉多島権

田

健

治

(
五
六
)

ユ
カ
子

(八
三
)

芳

雄

(九
O
)

マ
サ
コ

(七
七
)

寅

男

(

七
五
)

英

司

(

十
七
)

田上井岡

名

黒沖
甫
下
須
戒

出

海
長

浜

沖

浦

青

島

櫛

生

豊

茂
田

山 津清後矢 晴水

本

稔

(十
七
)

大

樹

(十
七
)

サ
ワ
ヱ

(八
二
)

清

見

(八
六
)

書
美
男

(七
四
)

勝

利

(五
八
)

チ
カ
コ

(七
九
)

春

行

(

七
六
)

宣

夫

(

六

二

坂玉

田 井本 田水 藤 野

は
じ
め
ま
し
て。

こ
の
四
月
よ
り
広
報
の
担
当
と
な
り

ま
し
た
。

前
任
者
の
指
導
を
受
け
な
が

ら、

よ
う
や
く
こ
こ
に
五
月
号
を
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
(
さ
)

陽修修浩 直
平二二二 人

人口・世帯数のうごき

3月末現在 育可月とσコ上ヒヰ茨

9，381人 29人減
A 口 (男 4，431人) (男19人減 )

女 4，950人 女10人減

世帯数 3，582世帯 4世帯減
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